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平
成
15
年
度
の
区
長
会
、
衛
生
自

治
会
、
防
犯
組
合
の
総
会
が
４
月
30

日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
日
頃
か
ら
市
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
大
切
な
パ
イ
プ
役
と
し

て
地
域
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
区
長
の
皆
さ
ん
方
が
出
席
。
今
年

度
の
役
員
体
制
や
事
業
計
画
、
予
算

な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
区
長
会
長
に
浜
区

長
の
浜
崎
雅
氏
が
、
衛
生
自
治
会
長

に
脇
本
浜
区
長
の
中
村
正
人
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
市
の
執

行
部
を
交
え
た
意
見
交
換
会
で
は
、

様
々
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
る
な

ど
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
の
区
長
さ
ん
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。
１
年
間
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
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▽
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＝
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▽
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▽
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平
成
15
年
度
阿
久
根
市
消
防
団
の

第
１
回
分
団
長
会
と
新
入
団
員
合
同

訓
練
が
４
月
18
日
、
市
民
会
館
前
広

場
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
消
防

団
に
、
今
年
も
使
命
感
あ
ふ
れ
る
36

人
が
入
団
。
こ
の
日
は
、
消
防
団
員

と
し
て
の
辞
令
交
付
を
受
け
た
後
、

さ
っ
そ
く
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

規
律
訓
練
や
人
命
救
助
法
、
消
防
器

具
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
、
消

防
署
員
ら
か
ら
み
っ
ち
り
指
導
が
行

わ
れ
、
新
入
団
員
た
ち
は
真
剣
な
表

情
で
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
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平成15年度

区長会総会

１１
年年
間間
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
YY

地地
域域
とと
行行
政政
のの
大大
切切
なな
パパ
イイ
ププ
役役

活発に意見が交わされた市執行部との意見交換会

市民の生命と市民の生命と
財産を守ります財産を守ります
いざという時に備え、
新入消防団員が合同訓練Y

消防署員の指導を受けながら放水訓練を行う新入団員

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
Y

平
成
15
年
度
分
団
長



あ
ら
か
じ
め
、
地
域
の
避
難
場
所

や
安
全
な
避
難
経
路
を
家
族
み
ん
な

で
確
認
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

近
所
の
危
険
箇
所
な
ど
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
家

族
が
離
れ
て
い
る
時
の
集
合
場
所
や

安
全
の
確
認
で
き
る
方
法
も
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
時
や
集
中
豪
雨
時
は
も
ち
ろ

ん
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
で
天
気
予
報
を
確
認
し
て
気
象
の

変
化
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

警
報
や
避
難
の
勧
告
・
指
示
が
出

さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
指
定
の

場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
乳

幼
児
、
高
齢
者
な
ど
は
避
難
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
危
険
を
感
じ
た
ら

隣
近
所
で
助
け
合
い
な
が
ら
早
め
に

避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
時
に
備
え
て
、
貴
重
品
、
洋

服
や
下
着
、
非
常
用
食
料
な
ど
を
ま

と
め
て
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ

の
準
備
も
大
切
で
す
。
荷
物
は
避
難

の
邪
魔
に
な
ら
ず
、
持
ち
出
し
や
す

い
よ
う
に
必
要
最
小
限
に
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。

－３－

●
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
早
め
に
指
定
の
場
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
緊
急
時
の
携
行
品
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

●
日
頃
か
ら
天
気
予
報
や
注
意
報

に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

大
丈
夫
で
す
か
？
水
害
に
対
す
る
備
え

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
る
家
庭
で
の
対
応
策
で
す
。

水
害
か
ら
身
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
水

害
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
日
頃

か
ら
準
備
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

洪洪
水水
かか
らら
守守
ろろ
うう
　　
みみ
んん
なな
のの
地地
域域

脇　本　地　区

脇 本 小 学 校

三 笠 中 学 校

脇 本 保 育 園

隼 人 小 学 校

脇 本 地 区 公 民 館

黒 之 浜 漁 村 の 家

瀬 之 浦 児 童 館

折　多　地　区

折 多 小 学 校

折 多 保 育 園

尾　崎　地　区

尾 崎 小 学 校

鶴 川 内 地 区

鶴 川 内 中 学 校

鶴 川 内 小 学 校

鶴 川 内 児 童 館

鶴川内地区集会施設

田　代　地　区

山 村 開 発 セ ン タ ー

田 代 小 学 校

田代下地区集会施設

大　川　地　区

大 川 中 学 校

大 川 地 区 公 民 館

牛 之 浜 地 区

牛之浜地区集落センター

西　目　地　区

西 目 小 学 校

み な み 保 育 園

西 目 地 区 集 会 施 設

山　下　地　区

山 下 小 学 校

阿 久 根 地 区

市 民 会 館

働 く 婦 人 の 家

老 人 福 祉 セ ン タ ー

阿 久 根 中 学 校

阿 久 根 小 学 校

阿 久 根 高 校

阿 久 根 農 業 高 校

農村環境改善センター

総 合 体 育 館

Ｂ ＆ Ｇ 体 育 館

赤 瀬 川 児 童 館

市内の主要避難場所



市
町
村
合
併
特
例
法
の
期
限
（
平

成
17
年
３
月
）
が
近
づ
く
中
、
県
内

は
も
と
よ
り
全
国
的
に
市
町
村
合
併

の
論
議
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
は
、
任
意
協
議
会

か
ら
法
定
協
議
会
へ
の
移
行
が
進
み

こ
れ
ま
で
12
地
区
で
法
定
協
議
会
が

発
足
し
て
い
ま
す
。（
５
ペ
ー
ジ
参

照
）本

市
に
お
い
て
も
、
平
成
13
年
５

月
か
ら
市
内
５
か
所
の
会
場
で
、
平

成
14
年
７
月
か
ら
は
８
地
区
の
会
場

に
お
い
て「
市
民
の
意
見
を
聴
く
会
」

を
開
催
。
同
年
６
月
か
ら
は
３
回
に

わ
た
り
広
報
あ
く
ね
の
中
で
合
併
問

題
に
関
す
る
現
況
等
を
掲
載
す
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
情
報
を

提
供
し
な
が
ら
こ
の
市
町
村
合
併
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

合
併
問
題
に
対
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
の
関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

同
年
７
月
中
旬
に
は
、
市
民
団
体
か

ら
住
民
発
議
に
よ
る
「
出
水
地
区
２

市
４
町
の
合
併
協
議
会
設
置
請
求
」

に
つ
い
て
県
知
事
に
確
認
申
請
が
出

さ
れ
、
署
名
活
動
に
よ
り
集
め
ら
れ

た
署
名
簿
の
提
出
、
縦
覧
期
間
の
告

示
を
経
て
昨
年
10
月
、
合
併
協
議
会

設
置
請
求
が
阿
久
根
市
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
で
は
市
内
有
権
者
の

約
１
割
に
あ
た
る
２
千
人
を
無
作
為

に
抽
出
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
な
ど
合
併
協
議
会
の
設
置
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
の
定
例
市
議
会

に
お
い
て
合
併
協
議
会
設
置
議
案
を

提
出
。
審
議
の
結
果
、
本
市
議
会
で

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
市
町

全
て
の
議
決
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
協
議
会
の
設
置
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
現
在
ま
で
２
市
４
町
間

で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
出
水

地
区
の
合
併
協
議
の
枠
組
み
は
ま
だ

決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
こ
の

合
併
問
題
に
関
す
る
出
水
地
区
や
本

市
の
取
り
組
み
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
こ
の
論
議
を
積
極
的
に
進
め
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
は
昭
和
27
年
単
独
で
市

制
を
し
き
人
口
３
万
１
千
余
を
有
し

て
い
た
の
で
、
原
則
と
し
て
合
併
の

対
象
と
は
な
り
得
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。一

方
、
三
笠
町
は
昭
和
28
年
５
月

に
町
制
を
実
施
し
て
い
た
が
、
人
口

は
９
千
余
り
で
県
の
合
併
策
定
の
対

象
と
な
り
得
る
と
考
え
た
町
で
は
、

合
併
促
進
法
の
施
行
と
同
時
に
、
い

ち
は
や
く
、
も
と
同
一
区
で
あ
っ
た

江
内
村
と
の
合
併
を
策
定
し
、
住
民

に
は
か
っ
た
と
こ
ろ
無
条
件
で
多
数

の
賛
成
を
得
、
積
極
的
に
江
内
村
と

の
合
併
を
は
か
り
江
内
村
と
の
交
渉

を
重
ね
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
江
内
村
は
野
田
村
・
高

尾
野
町
と
の
三
者
合
併
を
強
力
に
望

み
、
三
笠
町
と
の
合
併
に
は
強
固
な

反
対
を
示
し
た
た
め
、
つ
い
に
江
内

村
と
の
合
併
計
画
は
打
ち
切
ら
れ
た
。

阿
久
根
市
で
は
、
市
民
の
意
向
を

取
り
入
れ
て
、
国
の
目
標
と
す
る
人

口
５
万
の
市
を
つ
く
る
こ
と
が
至
当

と
考
え
、
三
笠
町
・
野
田
村
・
江
内

村
の
１
市
３
町
村
合
併
を
実
現
す
る

よ
う
に
県
に
陳
情
し
、
ま
た
３
町
村

に
対
し
て
も
こ
の
交
渉
を
も
っ
た
の

で
あ
る
が
、
野
田
・
江
内
両
村
と
も

複
雑
な
事
情
が
あ
り
、
早
急
に
は
実

現
の
可
能
性
は
全
く
な
か
っ
た
。

ま
た
、
県
当
局
と
し
て
は
首
長
・

議
員
な
ど
の
改
選
期
で
あ
る
４
月
を

逸
し
て
は
、
当
分
実
現
困
難
で
あ
る

と
考
え
、
さ
き
に
策
定
し
た
三
笠
町

と
の
合
併
を
ま
ず
進
め
る
こ
と
が
、

両
市
町
の
た
め
最
善
の
策
で
あ
る
と

し
て
、
県
の
情
勢
や
県
当
局
の
考
え

方
を
伝
え
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
静
観
は
ゆ
る
さ
れ

な
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し

た
阿
久
根
市
は
、
再
度
合
併
反
対
を

表
明
し
た
地
区
の
説
得
に
つ
と
め
、

人
口
５
万
の
市
を
つ
く
る
た
め
に
も

ま
ず
三
笠
町
と
合
併
す
る
こ
と
が
最

良
の
方
法
で
あ
り
、
今
期
を
逸
す
れ

ば
永
遠
に
、
こ
の
合
併
は
望
ま
れ
な

い
状
況
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
の
で
、（
昭
和
30
年
）
４

月
１
日
を
期
し
て
三
笠
町
と
合
併
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
阿
久
根
市
誌
よ
り
抜
粋
）

－４－

私私
たた
ちち
のの
地地
域域
のの
将将
来来
‥‥
‥‥

みみ
んん
なな
でで
考考
ええ
よよ
うう
「「
市市
町町
村村
合合
併併
」」

○
阿
久
根
市
と
三
笠
町
の

合
併
当
時
の
状
況
と
経
緯

出水郡阿久根村 出水郡西目村

出水郡脇本村

下　出　水　村

三　　笠　　村

Ｓ24

Ｍ22合併

Ｔ13

阿　久　根　村

阿　久　根　町

三　　笠　　村

三　　笠　　町 Ｓ28
阿　久　根　市

Ｍ22

Ｍ22

　町村制実施

Ｔ14

Ｓ27

江　　内　　村

出水郡江内村

阿　久　根　市

Ｓ30合併
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【協議会等の名称】／発足年月日

構成市町村

【鹿児島地区合併協議会】／平成15年１月24日

鹿児島市、吉田町、桜島町、喜入町、松元町

郡山町（１市５町）

【日置合併協議会】／平成15年１月21日

市来町、東市来町、伊集院町、日吉町、吹上町

金峰町（６町）

【川西薩地区法定合併協議会】／平成14年12月25日

川内市、串木野市、東郷町、樋脇町、入来町、

祁答院町、里村、上甑村、鹿島村（２市４町３村）

【姶良中央地区合併協議会】／平成15年４月１日

国分市、溝辺町、横川町、牧園町、霧島町

隼人町、福山町（１市６町）

【指宿地区４市町合併協議会】／平成15年１月30日

指宿市、山川町、頴娃町、開聞町（１市３町）

【薩摩東部地区合併協議会】／平成15年４月９日

宮之城町、鶴田町、薩摩町（３町）

【吉松町・栗野町合併協議会】／平成15年４月１日

栗野町、吉松町（２町）

【姶良西部合併協議会】／平成15年４月１日

加治木町、姶良町、蒲生町（３町）

【曽於南部合併協議会】／平成15年４月１日

松山町、志布志町、有明町、大崎町（４町）

【曽於北部合併協議会】／平成15年４月11日

大隅町、財部町、末吉町（３町）

【肝付東部合併協議会】／平成15年４月１日

串良町、東串良町、高山町、内之浦町（４町）

【屋久島地区合併協議会】／平成15年４月１日

上屋久町、屋久町（２町）

◆市町村合併に関するお問い合わせ先

市役所企画調整課　合併推進係　1７３－１２１１（内線１２１７）

◆市町村合併に関する情報がご覧になれます。

○総務省ホームページ　　http://www.soumu.go.jp/gapei/index.html

○鹿児島県ホームページ　http://chukakunet.pref.kagoshima.jp/home/chihoka/gappei/header.htm

（平成15年５月２日現在）

■の部分が法定合併協議会

が設置されている地域



真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

た
新
１
年
生
の
通
う
通
学
路
を
は
じ

め
こ
の
４
月
、
市
内
各
地
で
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
様
々
な
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
小
学
校
で
は
４
月
14
日
、
６

年
生
が
学
校
近
く
の
広
域
農
道
沿
道

で
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
に
花
の
苗
と
自
分

た
ち
で
書
い
た
手
紙
を
渡
し
な
が
ら

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
県
議
会
議
員
選

挙
が
４
月
13
日
に
行
わ
れ
、
阿
久
根

市
区
で
は
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職

の
中
村
眞
氏
が
４
選
を
果
た
し
ま
し

た
。な

お
、
投
票
率
は
阿
久
根
市
区
が

67
・
63
％
（
前
回
72
・
54
％
）、
県

全
体
で
も
60
・
64
％
（
前
回
66
・

１
％
）
と
い
ず
れ
も
前
回
を
下
回
り

ま
し
た
。

ま
た
、
翌
14
日
に
は
市
役
所
で
当

選
証
書
の
付
与
式
が
あ
り
、
高
原
茂

阿
久
根
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

か
ら
中
村
氏
に
当
選
証
書
が
し
っ
か

ま
た
、
番
所
丘
公
園
で
は
、
阿
久

根
警
察
署
と
7
阿
久
根
市
美
し
い
海

の
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
協
力
に
よ
り

交
通
安
全
の
ぼ
り
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
同
公
園
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
鯉
の
ぼ

り
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
ら

は
「
大
空
を
ゆ
っ
た
り
と
泳
ぐ
鯉
の

ぼ
り
の
よ
う
に
、
気
持
ち
に
ゆ
と
り

を
持
っ
て
安
全
運
転
を
心
が
け
て
も

り
と
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
各
小
中
学
校
で
４
月
７
日
、

平
成
15
年
度
の
入
学
式
が
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
小
学
校
で
は
男
子
１
１

２
人
、
女
子
１
０
６
人
の
合
計
２
１

８
人
、中
学
校
で
は
男
子
１
２
４
人
、

女
子
１
４
７
人
の
合
計
２
７
１
人
が

そ
れ
ぞ
れ
入
学
。
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
新
た
な
学
校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

田
代
小
学
校
で
は
、
在
校
生
や
学

校
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
新
１
年

生
の
下
古
立
晋
く
ん
を
迎
え
て
入
学

式
が
あ
り
ま
し
た
。
下
古
立
く
ん
は

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
、
先
生
な
ど

を
前
に
「
ぼ
く
は
モ
ノ
を
作
る
の
が

大
好
き
で
す
。
早
く
田
代
小
学
校
に

来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
。
９
人
の
在
校
生
も
、
全

員
で
「
よ
う
こ
そ
田
代
小
へ
」
な
ど

と
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
、
新
入
生
を

温
か
く
歓
迎
、
さ
っ
そ
く
全
校
児
童

10
人
で
仲
よ
く
手
を
つ
な
い
で
合
唱

し
た
り
し
ま
し
た
。

－６－

│
入
学
時
期
を
迎
え
交
通
安
全
運
動
展
開
│市民から提供された鯉のぼりと交通安全

のぼりが設置された番所丘公園

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
な
が
ら
手
紙
と
花
の
苗
を
手

渡
す
児
童
た
ち

高原委員長から当選証書を受け取る中村氏

中中
村村
　　
眞眞
氏氏
がが
４４
選選

在
校
生
か
ら
歓
迎
の
言
葉
を
贈
ら
れ
る
新
１

年
生
の
下
古
立
晋
く
ん
　
＝
田
代
小
学
校
＝

お兄さん　お姉さんお兄さん　お姉さん
よろしくねよろしくねYY

－ 市内小中学校で入学式 －
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地区コミュニティ活動や
生涯学習活動の充実に活用Y

各種作品展示やイベント用に今回、阿久根市中央
公民館では多目的パネル70枚とパネル組替えが可能
なポール140本を購入しました。（写真）
これは、全国自治宝くじの普及広報事業として、
財団法人自治総合センターが行うコミュニティ助成
事業を活用したものです。これにより今後、作品展
示やイベントの充実はもとより、地区コミュニティ
活動の活性化が図られるところです。

豊かな人間性や社会性を育む

「豊かな体験活動推進事業」
市では、文部科学省の委託を受けて平成14年度から15年度にか

けて、市内８校で豊かな体験活動推進事業に取り組んでいます。
●事業実施校（８校）
大川小学校、西目小学校、鶴川内小学校、折多小学校
脇本小学校、阿久根中学校、大川中学校、阿久根高等学校

●事業の趣旨
地域や校区の自然や施

設を活用し、地域の方々
とも連携しながら学校教
育において、様々な体験
活動を充実させることで、
子どもたちが豊かな人間
性や社会性などを育んで
いきます。

●各学校が行っている主な体験活動
高齢者の方々との交流、地引き網体験、稲作体験、花の栽培

体験、校区内清掃活動、海岸や駅の清掃活動、職場体験、福祉
活動体験など。今年度は学校同士で協力し合う体験活動も進め
ていく予定です。
来月号から、各学校の取り組みを紹介していきます。

草刈りを手伝う大川中の生徒たち草刈りを手伝う大川中の生徒たち

　今月は、４月にオープンした鹿児島県男女共同参画センターについてお知らせします。

＊４月22日に鹿児島市山下町の旧県庁舎跡地に開館した「かごしま県民交流センター」内に設置されました。
　ここでは、男女共同参画社会の形成に向けた総合的な活動拠点として、意識啓発や女性の社会参画への支援
　等のために、男女共同参画に関する学習・研修、相談、情報提供などの各種事業が行われます。

＊このページに関するお問い合わせは…
　市役所企画調整課企画係（173－1211内線1216）
　または、鹿児島県男女共同参画センター（ハーモニー推進課）1099－221－6603まで

事　業　の　概　要

１　交流促進事業
　　男女共同参画社会づくりに向けた様々な
　ネットワークを形成するため、ハーモニー
　リレーフェスタや、民間団体との意見交換
　などを行います。

２　学習・研修事業
　　男女共同参画に関する基礎的あるいは専門的なセミナーをはじ
　め、起業化や就業の支援、地域リーダーの養成等のための様々な
　セミナーを行うほか、地域講座や行政研修会、各種研修会へのア
　ドバイザーの派遣などを行います。

３　相談事業
　　男女共同参画を阻害する行為等に関する相談（主に女性からの相談で、夫婦や親子の問題、生き方、健康、
　就業、対人関係等に関する相談）に応じ、自己解決のための助言・指導などを行います。ただし、センターの
　休館日は相談業務も行いません。
q　一般相談…男女共同参画相談員が、電話または面接によって対応します。
　　※相談専用電話（1０９９－２２１－６６３０、０９９－２２１－６６３１）
　　◆相談受付時間…　水～日曜日／９：00～17：00、火曜日／９：00～20：00
　　　　●月曜日および年末年始は休館日　　●月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日が休館日
　　　　●火曜日が休館日の場合は、翌水曜日に20：00まで受付
　　　　　＊面接を希望される場合も、あらかじめ電話が必要です。
w専門相談…一般相談を受けた中で、専門家の助言や指導が必要な方について行います。
　　◆専門相談の種類　　●法律相談：弁護士が対応　　●心と体の健康相談：医師や臨床心理士が対応

４　情報提供事業
　　図書やビデオの収集、提供（書類については貸出も可）をはじめ、インターネットによる女
　性人材情報の提供などを行います。
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楽しい話題･催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１

阿
久
根
市
出
身
者
で
つ
く
る
近
畿
・
東
海

両
地
区
阿
久
根
会
の
総
会
が
こ
の
４
月
、
大

阪
府
大
東
市
と
名
古
屋
市
で
そ
れ
ぞ
れ
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
こ
の
時
期
に
開
か
れ
る
総
会
は
、
故

郷
を
離
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
し
て

お
ら
れ
る
会
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
同
じ

阿
久
根
出
身
者
が
一
同
に
集
ま
り
親
睦
を
深

め
る
場
と
し
て
毎
回
、
多
く
の
方
々
が
参
加

し
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
か
ら
は
今
年
も
、
市
や
市
議
会
、
商

工
業
関
係
者
ら
が
総
会
に
出
席
し
、
故
郷
の

近
況
な
ど
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
し

た
。会

場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
郷

の
友
ら
と
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
お

互
い
の
近
況
や
故
郷
の
こ
と
な
ど
を
語
り
合

う
会
話
の
輪
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
焼
酎
が

す
す
む
に
つ
れ
て
賑
や
か
な
阿
久
根
弁
も
飛

び
出
し
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
も
い
っ
そ

う
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
総
会
の
席
上
、
故
郷
の
発
展
を
願

い
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の

募
金
が
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
故
郷
へ
の

熱
き
思
い
と
と
も
に
、
出
席
し
た
市
関
係
者

に
し
っ
か
り
と
託
さ
れ
ま
し
た
。

―
―

近
畿
・
東
海
両
地
区
阿
久
根
会
総
会

―
―

弓
木
野
地
区
で
４
月
13
日
、
竹
の
子
祭
り

が
あ
り
旬
を
迎
え
た
特
産
の
竹
の
子
な
ど
を

買
い
求
め
る
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
お
い
し
い

竹
の
子
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
地
元
住
民

ら
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
今
回
初
め
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
毘
沙
門
天
像

の
前
に
設
け
ら
れ
た
会
場
で
は
、
竹
の
子
料

理
の
無
料
試
食
会
や
、
釜
ゆ
で
竹
の
子
、
竹

炭
、
竹
酢
液
、
竹
炭
や
竹
酢
液
を
用
い
て
育

て
た
野
菜
や
果
物
な
ど
竹
に
関
連
す
る
品
物

の
展
示
販
売
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で

も
堀
り
た
て
の
竹
の
子
を
会
場
内
に
設
置
し

た
５
つ
の
大
釜
で
ゆ
で
あ
げ
た
釜
ゆ
で
竹
の

子
は
こ
の
日
の
目
玉
商
品
と
あ
っ
て
、
試
食

用
も
含
め
て
６
５
０
O
を
用
意
。
旬
の
味
覚

を
求
め
て
訪
れ
た
大
勢
の
買
い
物
客
が
次
々

と
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
に
先
立
ち
３
月
に
は
同
地
区

の
毘
沙
門
天
像
の
制
作
者
で
彫
刻
家
の
上
床

利
秋
氏
（
鹿
児
島
市
在
住
、
日
展
会
友
）
が

教
え
子
ら
と
現
地
を
訪
れ
毘
沙
門
天
像
の
テ

ラ
コ
ッ
タ
（
素
焼
き
）
の
製
作
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
窯
入
れ
か
ら
３
日
間
か
け
て
焼
き

上
げ
ら
れ
た
貴
重
な
作
品
は
、
一
体
を
祠
に

奉
納
。
上
床
氏
の
ご
好
意
で
市
へ
も
１
体
が

寄
贈
、
祭
り
の
会
場
で
も
展
示
販
売
さ
れ

人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

―
―

弓
木
野
地
区
竹
の
子
祭
り

―
―

近畿地区阿久根会総会（４月13日）＝大阪府大東市にて＝

東海地区阿久根会総会（４月27日）＝名古屋市にて＝

▲
大
好
評
だ
っ
た
釜
ゆ
で
竹
の
子
を
は
じ

め
、
竹
に
関
す
る
特
産
品
が
ず
ら
り
と
並

ぶ
祭
り
の
様
子

祭りに協力しようと、みずから製作したテラコ
ッタの毘沙門天像について語る上床氏（写真左）
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━━ 北さつま漁協黒之浜支所 ━━
旧暦の３月10日にあたる４月11日、本市の春の伝統行事

である３月10日祭りが市内各地でありました。

北さつま漁協黒之浜支所では、青年部が所属する漁船約

20隻が大漁旗をはためかせながら黒之瀬戸海峡をパレード。

航海の安全と豊漁を願いました。

またパレード終了後、同支所前では集まった地区民らに

帰港した船から紅白のモチが振る舞われ、人々は歓声をあ

げながら縁起物のモチを拾い集めていました。

━━ 九州きのこ技術交流大会 ━━
年々厳しくなる国際競争に対応するきのこ生産者の連帯

づくりをテーマに第４回九州きのこ技術交流大会が４月19
日、20日の両日、本市で開催されました。
大会には、九州管内の生産者ら約120人が参加。初日は鹿

児島国際大学の吉良今朝芳教授の「ニュータイプのきのこ
たち」と題する基調講演や本市の芝越博美さんら３人の事
例発表などがありました。また２日目は脇本にある松崎勝
雄さんの生産施設を視察するなど情報交換を通じた生産技
術の研鑽を図っていました。

━━ 大川小学校ＯＢの寺地重告さんから後輩たちへプレゼント ━━
大川小学校の児童たちに４月17日、赤道を越えてはるば

る日本まで運ばれてきた南極の氷のプレゼントが届きまし
た。
送り主は同校ＯＢの寺地重告さん（54・横浜市在住）で

す。氷は南極観測船「しらせ」が運んできたものを海上自
衛隊に勤務する寺地さんが同船の艦長を通じて入手。「母校
の児童たちに地球のロマンを感じてもらいたい」と届けま
した。氷は早速全校児童に披露され、児童らはワクワクし
ながら氷に触れるなど、先輩からのロマンあふれるプレゼ
ントに大感激していました。

━━ 第70回郵政記念日 ━━
日本郵政公社が発足して間もない４月21日、郵政事業の

創業日(４月20日)にちなんだ記念行事が阿久根郵便局であり
ました。
この日は、式典のほか近くの蓮華保育園の園児約20人が

同局を訪れ、日頃お世話になっている感謝の気持ちを込め
て楽器の演奏や合唱を披露したりポストをピカピカに清掃
したりしました。また、園児らは一日外務員として駅前通
りの各家庭に郵便物を配達。かわいらしい配達員から届け
られた郵便に、受け取る大人たちも思わず笑みがこぼれて
いました。
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亡
き
友
を
偲
ぶ
よ
す
が
に
黄
の
花
の
山
吹

連
翹

れ
ん
げ
う

い
ま
咲
き
さ
か
る

上
　
野
　
亀
沢
　
笑
子

清
ら
か
に
桜
並
木
の
花
香
る
特
攻
基
地
あ

と
出
水
野
の
空

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

夫
逝
き
て
二
度
目
の
春
か
相
共
に
愛め

で
ゐ

し
藤
の
花
さ
か
り
な
り

新
　
町
　
遠
矢
　
律

吹
く
風
に
色
褪あ

せ
落
ち
し
樟く

す

の
葉
を
踏
め

ば
か
す
か
に
崩
る
る
音
す

折
　
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

還
り
た
し
歩
み
し
道
を
も
う
一
度
叶
は
ぬ

も
の
か
幼
き
こ
ろ
に牛

之
浜
　
若
松
　
薩
男

青
春
の
か
け
ら
の
如
く
蔵
本

ざ
う
ほ
ん

に
は
さ
ま
れ

ゐ
た
る
菫

す
み
れ

の
花
よ

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

床
に
入
り
ま
ぶ
た
閉
づ
れ
ば
ま
な
う
ら
に

春
の
北
斗
の
水
こ
ぼ
れ
く
る

折
　
口
　
別
府
　
義
明

バ
ス
を
待
つ
十
分
程
に
朝
靄

あ
さ
も
や

は
小
雨
と
な

り
て
風
の
出
で
来
つ新

　
町
　
玉
川
　
慶
子

子
の
く
れ
し
大
橘

お
ほ
た
ち
ば
なの

味
の
よ
し
柑
橘
類
は

種
類
の
多
く

脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

春
潮

し
ゅ
ん
て
うを

含
む
風
あ
り
彼ひ

岸が
ん

会ゑ

に
来
し
磯
丘

の
奥お

く

津つ

城き

寒
く

上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

完全学校週５日制の土日休みを、みなさん有意義
に過ごしていますか。「土日はすることがなくてつま
らない」と思っている子どもたちは市立図書館に全
員集合。毎週土曜日の午後２時から、バンビ教室、
てづくり教室、えいが会を開催しています。図書館
ボランティアの方に協力してもらいながら幼児・小
学生を対象にした楽しい集いです。
○バンビ教室では
絵本、紙芝居、パネルシアター、エプロンシアタ
ー、読書クイズなどを行います。

○てづくり教室では
身近にあるものを使って小物やおもちゃなどをつ
くります。

○えいが会は
「話題の作品」を30分程度上映します。入場は無料
です。
場所は、市立図書館２階研修室です。みなさん気
軽に参加してください。

バンビ教室や
てづくり教室の様子

家族と相談してから決めても
遅くありませんY

契約をせかされても一度引き取ってもらい、

他の業者と金額などを比較してみましょう。

「点検にきました」と訪問し、「白アリがいる」「床下

の湿気がひどい。このままでは家がだめになってしま

う」などとだまし工事を施工したり高額な商品を売り

つけたりする販売方法をいいます。

※個人の家では消火器の設置は義務ではありません。

●「無料で点検」と言われても安易に依頼しないよう

にしましょう。

●公的機関から来たように装う場合がありますが、公

的機関の職員が商品の販売をすることはありません。

●契約書面を受け取った日を含めて８日以内であれば、

無条件で契約の解除ができます。

困ったな、おかしいなと思ったら

市役所水産商工観光課　消費生活相談窓口へお問い

合わせください。 1７３－１２１１（内線１１１２）

（消火器、白アリ駆除、床下換気扇、床
下の調湿剤、太陽熱温水器、浄水器等）

消 費 生 活 講 座（<114）
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●健康相談

〔時　間　　午前９：００～９：３０〕
※健診結果や健康に関する相談を開催します。
※健康手帳をお持ちの方は持参してください。

脇本地区公民館

大川地区公民館

保健センター

　５月２９日（木）

　５月２８日（水）

　５月３０日（金）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
「遊びたい人この指と～まれY」子育て中のお母さん、
親と子が安心して遊び、話せる場を提供しています。
お気軽にご利用ください。

☆親子教室（１０：００～１２：００）
３日c 大川児童館　　　　 17日c 瀬之浦児童館
〃　 瀬之浦児童館　　　 18日d 諏訪団地

４日d 保健センター　　　 〃　 農村環境改善センター（牧内）
５日e みなみ保育園　　　 19日e みなみ保育園
10日c 鶴川内児童館　　　 24日c 鶴川内児童館
〃　 農村環境改善センター（牧内） 25日d 農村環境改善センター（牧内）

11日d 農村環境改善センター（牧内） 26日e みなみ保育園
12日e みなみ保育園

☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（６/16）お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第１金曜日（６/６） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第３金曜日（６/20） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、下記の支援センター
に前日までにお申込みください。

地域子育て支援センター
1７３－３４５７　　みどりが丘保育園
1７２－３９３９　　みなみ保育園

「早期リハビリの必要性と体操」
（腰痛体操と五十肩体操）

◇日　時　５月２８日（水）
午後２時～午後３時

◇場　所　阿久根市民病院４階大ホール
※入場無料。どなたでも参加できます。

◇上記に関するお問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室（1７３－１３６８）

阿久根市民病院健康教室

保
健
セ
ン
タ
ー
・
６
月
の
行
事



○
自
分
で
日
程
・
行
先
を

決
め
ら
れ
る

自
ら
の
計
画
に
よ
り
、
日
程
・
行

く
先
等
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
対
象
者
の
年
齢
要
件
等

阿
久
根
市
内
に
住
所
を
有
す
る
中

学
生
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
国
外
７
日
以
上
、

国
内
３
日
以
上
が
研
修
対
象

国
外
は
７
日
以
上
、
国
内
に
つ
い

て
は
３
日
以
上
の
研
修
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

○
経
費
の
８
割
を
助
成

派
遣
者
の
年
齢
要
件
に
よ
り
、
市

が
認
定
し
た
経
費
の
一
律
８
割
助
成

と
し
、
限
度
額
と
し
て
海
外
の
場
合

で
50
万
円
、
国
内
で
30
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

○
遅
く
と
も
２
〜
３
ヶ
月
前
に
は

申
請
が
必
要
で
す

本
制
度
を
利
用
さ
れ
た
い
方
は

・
海
外
研
修
の
場
合
・
・
・
研
修

予
定
日
か
ら
３
ヶ
月
前
ま
で
に

・
国
内
研
修
の
場
合
・
・
・
研
修

予
定
日
か
ら
２
ヶ
月
前
ま
で
に

市
担
当
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
後
は
決
定
通
知
又
は
、

申
請
却
下
通
知
を
発
送
し
ま
す

申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
、
別
に
定

め
る
選
考
委
員
会
の
意
見
を
聞
い
て

そ
の
研
修
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
決
定
通
知
書
を
、
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
申
請

却
下
通
知
書
を
申
請
者
あ
て
速
や
か

に
発
送
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

○
基
本
的
に
は
研
修
後
、

助
成
金
は
支
払
い
ま
す

基
本
的
に
は
研
修
先
か
ら
帰
省
さ

れ
30
日
以
内
に
助
成
金
の
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

海
外
研
修
の
場
合
に
限
り
必
要
の
範

囲
以
内
に
お
い
て
前
払
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
報
告
書
の
提
出
が
必
要

研
修
参
加
者
は
、
研
修
後
必
ず
報

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
平
成
14
年
度
か
ら
事
業
の
実
施

が
始
ま
っ
た
新
人
材
育
成
事
業
も
、
本
年
度
で
２
年
目
に
な
り
ま

す
。本

制
度
は
、
広
く
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
自

己
啓
発
を
目
指
す
意
欲
的
な
人
が
自
ら
の
計
画
に
よ
り
、
行
き
た

い
時
期
に
行
き
た
い
場
所
を
決
め
て
行
け
る
よ
う
に
、
昨
年
制
度

改
正
し
た
も
の
で
す
。

申
請
手
続
等

人
材
育
成
事
業
制
度

《
行
き
た
い
時
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
》

お問い合わせ先
詳細についてのお問い合わせは、下記

までお願いします。

市役所企画調整課企画係

阿久根市鶴見町２００番地

† ７３－１２１１（内線１２１６）

ƒ ７２－２０２９

各集落において、農家の高齢化、担い手不足等により、農地
の遊休化・荒廃化が著しい状況です。このことは、営農活動、
一般生活にも様々な弊害をもたらしており、市に対しても度々
意見や要望が寄せられているところです。
そこで、市では、農地を所有されている方に農地の適切な管

理をしていただくことをお願いし、営農活動、生活環境の向上
を推進したいと考えています。

◎これまで市に寄せられた遊休・荒廃農地についての意見等
・隣接水田の荒廃化により、水稲作付け時に荒廃水田までの
除草作業が必要

・雑草地の増加による害虫等の異常発生
・隣接地との境界が確認できない
・荒廃農地へのゴミ等の不法投棄
・花粉アレルギー（花粉症）の方への悪影響

◎お願いしたい「適切な管理」について
・隣接農地での営農活動に支障をきたすことがないように、
除草作業等の維持管理を行うこと。

・農地に隣接する住宅での日常生活に配慮した農地の維持管
理を行うこと。

・農地の荒廃化を防ぐため、農業委員会を通じて農地の賃借
契約を結び、農地の有効利用を図ること。

以上のことは、農地の所有者、農家、一般住民の方々がお互
いの立場を尊重し、理解することで成り立つものです。皆さま
のご理解、ご協力をお願いします。
また、農地の貸し借り等については、下記までお気軽にご相

談ください。
市農業委員会事務局　1７３－１２１１（内線１２５２）
市役所農政課農政係　1７３－１２１１（内線１１３７）

農地を所有されている方へ‥‥
「農地の適切な管理」をお願いします。



滞
納
整
理
強
化
月
間
を
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
、
熊
本
国
税
局
管
内

全
税
務
署
で
行
い
ま
す
。

消
費
者
か
ら
の
預
か
り
金
的
な
性

格
を
有
す
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
社
会
の
ル
ー

ル
違
反
で
あ
り
、
到
底
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
年
も
、
特
に
消
費
税
滞
納
に
つ

い
て
、
捜
索
及
び
売
掛
金
等
の
差
し

押
さ
え
を
中
心
に
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す
。

売
掛
金
や
預
金
の
差
し
押
さ
え
を

受
け
ま
す
と
、
大
事
な
取
引
先
か
ら

の
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
税
務
課
で
も
５
月
を

滞
納
整
理
強
化
月
間
と
定
め
、
市

税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
の
滞

納
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
税
務
署

又
は
市
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

出
水
税
務
署
　
1
^2
０
２
０
０

市
税
務
課

1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
４
４
１
）

－13－

滞
納
整
理
強
化
月
間
が
始
ま
り
ま
す
Y

児童総合相談センター･知的障害者更生相談所
～平成15年度巡回相談実施計画について～

児童総合相談センター実施の障害児（者）巡回療育相談と
巡回相談（18歳以下対象）、知的障害者更生相談所実施の巡
回相談（18歳以上）の平成15年度の実施計画は次のとおりで
す。

◆各相談の予約は市役所生きがい対策課福祉係まで

1７３－１２１１（内線１４３６）

平成平成1515年度　慰霊巡拝事業概要年度　慰霊巡拝事業概要
厚生労働省主催の平成15年度慰霊巡拝事業の概要が示されましたのでお知らせします。

（注）実施時期、期間等は、相手国の都合等により変更することがあります。

１

２
３
４
５
６

９月上旬
９月中旬
７月下旬
８月下旬
７月下旬
９月上旬
10月下旬

９日間
９日間
12日間
12日間
９日間
12日間
８日間

20人
20人
20人
20人
20人
20人
20人

ハバロフスク地方

チタ州
イルクーツク州･ブリヤート共和国
沿海地方
クラスノヤルスク地方･ハカシア共和国
ウズベキスタン

ロ シ ア

区　　分 地　　　　　　　　名
派　　　遣　　　地　　　域 実施予定

時　　期
派遣予
定人員

実　施
期　間

７
８
９
10

11

12

13

８月下旬
９月中旬
３月上旬
１月下旬
11月下旬
９月下旬
７月上旬
１月下旬

９日間
10日間
９日間
９日間
９日間
８日間
１日間
１日間

40人
20人
40人

100人
30人
30人
50人
50人

１６埋葬地跡地
東北地方
マーシャル･ギルバート諸島
フィリピン
インドネシア
北ボルネオ

硫黄島

モンゴル
中　　国

南　　方

日　　本

区　　分 地　　　　　　　　名
派　　　遣　　　地　　　域 実施予定

時　　期
派遣予
定人員

実　施
期　間

日　　　　　程 会　　　場対象年齢

阿　久　根　市

出　　水　　市

阿　久　根　市

出　　水　　市

阿　久　根　市

出　　水　　市

阿　久　根　市

出　　水　　市

18歳以下優先

18歳以下優先

18歳以上優先

18歳以上優先

18歳以下優先

18歳以下優先

18歳以下優先

18歳以下優先

　７月　１日（火）

　７月　２日（水）

　９月１６日（火）

　９月１７日（水）

１１月１１日（火）

１１月１２日（水）

　２月１７日（火）

　２月１８日（水）

リサイクル処理農業用
廃プラスチック類の回収について

－出水地域農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会－

農業用廃プラスチックの回収を行い再処理業者へリサイクル

処理を依頼しますので、適正に梱包し指定された場所に持ち込

んでください。

◇回　収　日　　６月３日（火）

◇回収の種類　　ポリエチレンフィルム（マルチ等）のみ

◇回 収 時 間　　午前７時～午前１０時

◇回 収 場 所　　ＪＡ三笠Ａコープ隣広場・市民会館前広場

◇回 収 費 用　　１�当たり３３円

※今回より市・ＪＡからの助成がありません。

全額農家負担となりますでの、よろしくお願

いします。

《お問い合わせ先》

○ＪＡ鹿児島いずみ農協　阿久根事業所　1７２－１１１１

三笠事業所　　1７５－２９３０

○阿久根市農政課農政係　1７３－１２１１（内線１１３７）

保育士の登録手続きをしましょうY

現在、保育士として業務を行っている方は、都道府県知事に登録

する必要があり、都道府県知事から保育士証が交付されて初めて保

育士として名乗ることができます。

保育士として業務を行っていない方については、必ずしも登録を

する必要性はなく、登録をしなくても資格がなくなるわけではあり

ません。ただし今後、保育士として業務を行おうと考えている方は、

業務に就く前までに登録をしておく必要があります。

○登録手数料　　４，２００円

※保育士登録に関するお問い合わせ先

都道府県知事委託登録機関　登録事務処理センター

1０１２０－０４１９４３

（祝日を除く月曜日から金曜日の１０時から１８時まで）

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｏｉｋｕｓｈｉ．ｊｐ

登録事務処理センターは、都道府県から委託を受けて保育士登録

を行うために全国１か所に設けられた機関です。

※詳しいお問い合わせ先

県庁児童福祉課児童育成係　1０９９－２８６－２７６３
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
疑

問
や
要
望
お
よ
び
相
談
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
総
務
省
の

「
行
政
相
談
員
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
期
間
中
は
、
次
の
と
お
り
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◇
日
時

５
月
20
日
c

午
前
９
時
〜
12
時

◇
場
所

阿
久
根
市
民
会
館

第
７
会
議
室

◇
本
市
の
行
政
相
談
員

飯
尾
寛
治
さ
ん

阿
久
根
市
栄
町
98
1
&2
１
６
１
１

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
平
成
15
年
度
の
啓
発
活

動
重
点
目
標
を
「
育
て
よ
う
　
一
人

一
人
の
　
人
権
意
識
〜
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
し
て
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
な
か
で
も
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と

も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努

め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
４
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活

動
さ
れ
て
お
り
今
回
、
次
の
と
お
り

特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
特
設
人
権
相
談
所

◇
日
時

６
月
３
日
c

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所

市
民
会
館
第
１
会
議
室

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
山
口
幸
補
氏
§7

が
４
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か

ら
引
き
続
き
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
県
政
に
反

映
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員

２
０
０
人

◇
任
期

平
成
15
年
９
月
１
日
か
ら
２
年
間

◇
応
募
資
格

県
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
方
（
議
員
、
公
務
員
、
平

成
９
年
９
月
以
降
の
県
政
モ
ニ
タ

ー
経
験
者
を
除
き
ま
す
。）

◇
応
募
方
法

県
庁
広
報
課
、
県

合
庁
・
支
所
、
各
市
町
村
に
備
え

て
あ
る
応
募
用
紙
の
ほ
か
、
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切

６
月
30
日
b

◇
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
広
報
課
広
聴
係

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
０
９
３

平
成
15
年
度
の
高
校
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方
を
対
象
に
自
衛
官

等
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
種
目
（

）
内
は
受
付
期
間

・
防
衛
大
学
校
学
生

推
薦
（
９
月
５
日
〜
９
月
９
日
）

一
般
（
９
月
12
日
〜
10
月
10
日
）

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

及
び
看
護
学
生

（
９
月
12
日
〜
10
月
10
日
）

・
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、

曹
候
補
士

（
８
月
４
日
〜
９
月
10
日
）

・
２
等
陸
・
海
・
空
士

男
子
（
通
年
）

女
子
（
８
月
４
日
〜
９
月
10
日
）

◇
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先
／
自
衛

隊
鹿
児
島
地
方
連
絡
部
川
内
出
張
所

1
０
９
９
６
（
２
２
）
２
４
０
１

６
月
４
日
か
ら
の
「
歯
の
衛
生
週

間
行
事
」
と
し
て
、
地
区
小
中
学
校

児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

展
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◎
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

◇
期
間

６
月
１
日
a
〜
10
日
c

◇
場
所

だ
い
わ
阿
久
根
店

◎
歯
科
健
診
及
び
無
料
相
談

◇
日
時

６
月
７
日
g

午
後
２
時
〜
４
時

◇
場
所

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

※
お
問
い
合
わ
せ
先

出
水
郡
歯
科
医
師
会
事
務
局

1
^2
０
６
０
１（
村
岡
歯
科
医
院
内
）

◇
販
売
日

６
月
11
日
d

午
前
９
時
〜（
苗
が
無
く
な
り
次

第
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◇
本
数

８
千
本

◇
単
価

１
本
　
20
円

※
予
約
注
文
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。当
日
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
場
所
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

1
&3
２
１
９
１

こ
の
講
習
は
、
職
業
訓
練
指
導
員

（
職
業
訓
練
に
お
い
て
訓
練
を
担
当

す
る
者
）
に
必
要
な
能
力
を
付
与
す

る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す

る
講
習
実
施
要
領
に
よ
り
実
施
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
講
習
修
了
後
に

鹿
児
島
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
で

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
期
日

８
月
18
日
b
〜
８
月
23
日

g
の
６
日
間（
８
時
30
分
〜
17
時
）

◇
場
所

鹿
児
島
高
等
技
術
専
門
校

◇
受
付
期
間

６
月
２
日
b
〜
６
月
13
日
f

◇
受
講
料

１
万
円

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は

行

政

相

談

員

へ

春
季
行
政
相
談
強
化
週
間

┃
５
月
19
日
〜
25
日
┃

ご
存
じ
で
す
か
Y

人
権
擁
護
委
員
制
度

平
成
15
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

平
成
15
年
度
自
衛
官
等
募
集

歯
の
衛
生
週
間
行
事
に
つ
い
て

平成15年度入隊の皆さんが市と市議
会を表敬訪問しました（４月28日）

10
・
11
月
咲
き
小
ギ
ク
苗

を
販
売
し
ま
す

平
成

15
年
度
職
業
訓
練
指
導
員
免
許

（

48
時
間
）
講
習
実
施
の
ご
案
内



◇
テ
キ
ス
ト
代

３
千
円
程
度

※
受
講
案
内
、受
講
申
請
書
の
請
求
、

受
講
資
格
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
先
／
鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協

会
1
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

遊
漁
船
業
の
登
録
制
度
で
は
、
業

務
主
任
者
を
お
く
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
業
務
主
任
者
に
な

る
に
は
、
業
務
主
任
者
講
習
会
を
必

ず
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
次
の
と
お
り
業
務
主
任

者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
受

講
さ
れ
る
方
は
手
数
料
（
６
千
円
）

を
添
え
て
事
前
の
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日
時

７
月
３
日
e

午
後
１
時
〜
５
時

◇
開
催
場
所

北
さ
つ
ま
漁
協
（
旧

阿
久
根
市
漁
協
）
大
ホ
ー
ル

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
水
産
振
興
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
３
４
３
９

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▽
肱
岡
清
美
様
（
市
立
図
書
館
へ

名
古
屋
市
）
▽
寺
地
重
告
様
（
広
報

送
付
お
礼
　
横
浜
市
）
▽
近
畿
地
区

阿
久
根
会
様
（
郷
土
募
金
）
▽
東
海

地
区
阿
久
根
会
様
（
郷
土
募
金
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

若
松
キ
エ
ノ
（
上
野
）
折
橋
ミ
ス

（
弓
木
野
）
永
井
野
悦
子
（
大
尾
）

的
場
速
春
（
中
村
）
垂
勇
（
上
野
）

海
江
田
信
義
（
萇
野
）
船
元
謙
一

（
町
）
山
平
ツ
キ
エ
（
大
尾
）
黒
坂

律
子
（
大
谷
）
上
鶴
元
昭
（
上
原
）

富
浜
ヤ
ホ
子
（
黒
之
浜
）
濱
崎
サ
チ

エ
（
大
丸
）
竹
原
毅
（
鹿
児
島
市
）

折
橋
優
子
（
新
町
）
小
園
忠
（
山
下

馬
場
）
新
町
千
鶴
子
（
潟
）
御
手
洗

和
雄
（
寺
山
）
赤
崎
一
女
（
高
之
口
）

宮
原
渉
（
宮
原
）
中
西
シ
ヤ
チ
（
上

野
）
中
面
道
夫
（
大
下
）

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

簗
瀬
　
翔
太

し
ょ
う
た

竜
　
巳
（
波
　
留
）

日
高
　
勇ゆ

う

気き

伸
　
一
（
折
口
東
）

鍋
石
　
愛あ

い

莉り

豊
　
和
（

潟
　
）

神
之
田
優ゆ

う

海み

浩
　
昭
（
牛
之
浜
）

肱
黒
　
歩あ

ゆ

莉り

康
　
成
（
牧
　
内
）

福
永
　
葵あ

お

唯い

一
　
徳
（
波
　
留
）

松
崎
　
良
介
　
良
　
孝
（
瀬
之
浦
下
）

小
崎
　
愛あ

い

夢む

喜
　
朗
（
波
　
留
）

内
園
　
愛あ

純ず
み

智
　
雄
（
新
　
町
）

久
保

昌
平
　

し
ょ
う
へ
い

司
　
憲
（

段
　
）

中
村
　
恭
嘉

き
ょ
う
か

健
　
治
（
遠
　
矢
）

東
　
　
陽は

る

音ね

岳
　
也
（
大
　
丸
）

中
原
　
弘ひ

ろ

貴き

伸
由
喜
（

潟
　
）

江
口

峻
平
　

し
ゅ
ん
ぺ
い

誠
　
二
（
牛
之
浜
）

k
嶋
優
希
奈

ゆ

き

な

栄
　
一
（
牟
　
田
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

弓
場
　
藤
子
70
（
波
　
留
）
藤
　
徳

垂
　
　
ア
ヤ
87
（
波
　
留
）

勇

折
橋
　
伸
幸
66
（
上
　
野
）
優
　
子

尻
無
濱
ス
ミ
ノ
89
（
上
　
野
）
牧
　
貢

上
鶴
　
ソ
ヨ
86
（
上
　
原
）
元
　
昭

濱
崎
　
國
雄
82
（
大
　
丸
）
サ
チ
エ

新
町
　
春
次
66
（

潟
　
）
千
鶴
子

森
園
　
繁
　
85
（

潟
　
）
ハ
ツ
エ

本
蔵
ハ
ナ
エ
88
（

浦
　
）
幸
　
成

山
内
チ
ヨ
子
81
（
山
下
馬
場
）
小
園
　
忠

中
西
　
俊
則
86
（
上
　
野
）
シ
ヤ
チ

倉
津
　
ス
ズ
77
（
倉
　
津
）
正
　
道

下
薗
　
重
志
81
（
尻
無
上
）
ノ
　
ヨ

尾
上
ス
ミ
ヨ
81
（
古
　
里
）
徳
　
夫

本
田
ス
マ
子
60
（
牧
　
内
）
秀
　
男

小
原
サ
ヨ
マ
ツ
87
（
波
　
留
）
慶
　
蔵

有
田
　
チ
マ
90
（
上
　
野
）
御
手
洗
和
雄

牟
礼
　
チ
エ
101
（
牛
之
浜
）
ス
ミ
子

児
玉
　
義
典
71
（
桑
原
城
上
）
ヤ
ス
子

北
園
　
弘
志
77
（
新
　
町
）
ス
ミ
子

大
田
麦
太
郎
74
（
尻
無
中
）
キ
ミ
エ

佐
藤
　
ツ
ギ
91
（

潟
　
）
公
　
臣

永
山
　
キ
リ
75
（
萇
　
野
）
純
　
子

山
田
　
憲
一
53
（
飛
　
松
）
清
　
子

潮
田
ツ
ル
エ
87
（
上
　
原
）
中
面
道
夫

徳
角
　
香
　
65
（
田
代
下
）
篤
　
義

東
　
　
ユ
ミ
70
（
田
代
下
）
久
　
明

牛
之
k
恒
雄
83
（
牛
之
浜
）
加
治
木
涼
子

佐
潟
ム
ツ
子
78
（
佐
　
潟
）
和
　
則

大
石
　
義
弘
81
（
宮
　
原
）
美
　
恵
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遊
漁
船
業
務
主
任
者
講
習
会

り
ょ
う
す
け

◇日時　５月２０日
６月３日・１７日
10時～10時30分

◇場所 保健センター

休日の在宅医さん
○５月18日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
橋口歯科医院　　1^3２３３０

（出水市中央町）
○５月25日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
中島歯科医院　　1*2００２０

（高尾野町大久保）
○６月１日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
徳森歯科医院　　1^7３６０８

（出水市米ノ津町）
○６月８日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
北園歯科医院　　1^4２１５１

（高尾野町唐笠木）
○６月15日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
白男川歯科医院　1^3０００９

（出水市向江町）
○６月22日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
おてき歯科医院　1^3０３９３

（出水市上知識町）
○６月29日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
久木田歯科医院　1&3０４７０

（上　野）

と　き ６月１日（日）

午後６時30分開演

（雨天時は６月８日に延期）

ところ 尾崎十文字広場特設会場
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◆趣味は何ですか・・・・・・・・・・・・映画鑑賞
◆性格を自己分析してください・・・

楽天家（あまりくよくよしない方です。）
◆理想の異性像は・・・共通の趣味があり話が合う人
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

映画が大好きで、月２回は友人とあちこちの映画
館めぐりをしています。つい最近では「キャッチ・
ミー・イフ・ユー・キャン」が面白かったです。あ
と、古着が好きで、よくお店を見て回っています。

◆将来の夢は何ですか・・・
今、准看護師として小さい頃からの夢だった看護

の仕事に就いていますが、勉強していろんな資格を
とりたいです。もう一つは、映画の本場ハリウッドに
行ってみたいです。古着も好きなので、アメリカな
ど買い物をかねて旅行したいです（当分は無理かな）。

◆阿久根について一言・・・
阿久根は今でも豊かな自然が残っていていいなと

思いますが、一方で例えば映画を観るにも遠くまで
出かけなければいけないので、もっと若い人たちが
集まるような施設や場所があればいいなと思います。

次は　下薗　耕吉さん（遠矢区）あなたの番です。

福
浦
小
百
合
さ
ん
™5

（
お
と
め
座
・
Ａ
Ｂ
型
　
黒
之
浜
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/

広報あくね
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こ
の
４
月
、
弓
木
野
地
区
で
あ
っ

た
「
竹
の
子
祭
り
」
は
初
め
て
の
試

み
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
人
々
が
会

場
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
竹
に
関
す

る
産
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
会
場
に

は
堀
り
た
て
の
竹
の
子
を
大
釜
で
ゆ

が
く
香
り
が
漂
い
文
字
ど
お
り
竹
の

里
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
ぶ
り
で
し

た
。
▽
お
隣
の
尾
崎
地
区
で
も
、
特

産
の
文
旦
を
生
か
し
た
「
文
旦
の
香

と
螢
と
音
楽
の
夕
べ
」
や
文
旦
の
オ

ー
ナ
ー
を
全
国
か
ら
募
り
収
穫
し
た

文
旦
を
届
け
る
活
動
な
ど
独
自
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
▽
竹

の
子
と
文
旦
。
本
市
を
代
表
す
る
産

地
で
今
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
集

落
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
住
民
の
皆

さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
い
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
▽
５
月
に
入
る
と
文
旦
の

花
が
一
斉
に
開
花
時
期
を
迎
え
集
落

一
帯
が
甘
〜
い
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

も
う
し
ば
ら
く
す
る
と
螢
も
舞
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
今
度
は
あ
の
可
憐

な
白
い
花
や
幻
想
的
な
輝
き
で
見
る

者
を
魅
了
す
る
螢
た
ち
に
会
い
に
出

か
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

阿久根柔道スポーツ少年団は、現在小
学校１年生から６年生まで男子11人で活
動しています。
市の武道館で毎週水・金曜日の午後５

時30分から７時まで練習しています。
「礼儀正しく、辛抱強く、弱い者いじめ
は絶対にしない」を合言葉に一生懸命練
習に励んでいます。
阿久根柔道スポーツ少年団は来年、結

成40周年を迎えます。これからも、心も
体もたくましい団員の育成を目指します。
興味のある人は、ぜひ練習の様子を見に来てください。

指導者：西　輝久　　中園　美和子

礼儀正しい子
辛抱強い子
弱い者いじめをしない子

─ 阿久根柔道スポーツ少年団 ─

人　　口
５月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,198人（＋38）
男　　12,217人（＋23）
女　　13,981人（＋15）

世帯数　10,789戸（＋52）
出 生017人　死 亡031人
転 入190人　転 出138人

アマチュア無線局開設の皆さまへアマチュア無線局開設の皆さまへ ～災害時の非常通信へのご協力について～

阿久根ハムクラブでは、市役所内にアマチュア無線局を設置し、災害時の通信ボランティアとして活動されています。これは、災
害等により電話等の通信施設が途絶し、または使用困難な場合に、災害情報の収集・伝達を行うものです。
災害等非常の場合は、次の周波数でオンエアーされますので、市内でアマチュア無線局

を開設されている方は、災害等の情報提供にご協力ください。なお、毎年９月、市の防災
訓練の非常通信訓練に参加されていますので、聴取ください。

識別信号（コールサイン） ＪＡ６ＺＣＲ
周 波 数　ＦＭ　１４５．２０ＭＨｚ

ＦＭ　４３９．６４ＭＨｚ（レピーター）


